
食欲の秋、読書の秋、スポーツの

秋、実りの秋…と楽しみの多い季節がやってき
ました。昼夜の気温差がある季節でもあります
ので、皆さま、どうか健康面には十分にお気を
つけください。
◆9月定例議会は1日招集され、28年度補正予算
は原案通り可決、27年度会計決算はすべて認定
し、10月6日に閉会致しました。
◆10月から、定期接種にＢ型肝炎ワクチンが加
わりました。対象は、今年4月1日以降に生まれ
た0歳児。1歳になるまでに3回の接種を終える
必要があり、接種時期は生後2カ月、3カ月、7
～8カ月の計3回が標準的なスケジュールとなり
ます。Ｂ型肝炎は、ウイルスが血液や体液を介
して感染することで発症し、感染状態が続く
「キャリア」になると、慢性肝炎に移行するこ
とがあり、さらに、肝硬変や肝臓がんなど命に
関わる病気を引き起こす恐れもあります。

(裏面の議会質問をご覧下さい)

➡定期接種問合せは、保健センター85-3650へ
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7月11日 市議会だより編集委員会
19日 鳥栖市議会ＩＣＴ推進ＷＧＰ
23日 みんなの学校上映会＆講演会(唐津市)
26日 公明党女性局 勉強会
29日 佐賀県市議会議員研修会（鹿島市）
31日 まつり鳥栖開会式
第58回障がい児（者）の教育・福祉・就労研修佐賀大会

14・16・20・25日 街頭演説鳥栖市8ヶ所
8月 2日 鳥栖市議会研修会

7日 鳥栖市子どもクラブレクレーション
10日～11日 平和の駅ｉｎ鳥栖・出発式 出席
12日 公明党鳥栖支部党員研修会
17～18日公明党佐賀県本部夏季議員研修会
22日 鳥栖市市議会ＩＣＴ推進ＷＧＰ

同和問題講演会
24日 会派代表者会・議会運営委員会
25日 鳥栖・三養基西部環境施設組合議会
27日 街頭演説鳥栖市で3ヶ所
28日 鳥栖市子どもクラブふれあい体験
29日 鳥栖市議会全体勉強会

9月 1日～10月6日 9月議会
3日 防災の日・防災週間街頭演説(佐賀市)
6日 鳥栖中学校体育大会
11日 弘堂国際学園「弘堂祭」
25日 鳥栖小学校運動会
17・22・23日 街頭演説鳥栖市で8ヶ所

10月 1日 チェッコ・ボナノッテ「回想の劇」展
内覧会及びレセプション

8月17日～18日 公明党佐賀県本部 夏季議員研修会

ごあいさつ

主 な 活 動

9月は、防災の日・防災週間を記念して街頭演説☆

秋野公造参議院議員より「重症化予防対策について」と
河野義博参議院議員より「2016年度予算について」学
習し、佐賀市の東名遺跡(ﾋｶﾞｼﾐｮｳ ｲｾｷ)でも研修しました。
公明党の主張で、政府は「生活習慣病の合併症予防を

含む重症化予防」の方針を盛り込みました。私は、鳥栖
市の重症化予防対策として『足病』について９月議会で
質問を致しました｡(議会質問は裏面をご覧下さい)

8000年前の東名遺跡は、H26年4月、秋野議員の国
会質疑で「極めて貴重」との国の見解を引き出し、今年
10月3日に国の文化財に指定されました。
佐賀県本部としても議会に働きかけ、
早期の結果に嬉しく思います。

まつり鳥栖の開会式
に出席☆（7月31日）

チェッコ・ボナノッテ「回想の劇」展
内覧会及びレセプションに出席☆

（10月1日）

鳥栖市神辺町の中冨記念くすり博物館

イタリアの現代彫刻家
チェッコ・ボナノッテ氏と

河野義博参議院議員と秋野公造参議院議員と



「足病」の重症なものは、糖尿病性神経障害や
動脈硬化による血流障害など、組織の一部が死んで足の
切断を余儀なくされる場合もあります。特定健康診査の
データから、糖尿病の合併症である糖尿病性神経症など
の危険度の高い方には、日頃から足の自己チェックや合
併症予防の血糖コントロールを伝え、かかりつけ医と
連携した足病の早期発見が重要と考えます。
足病を知らない市民の方も多いことから
健康診査等の機会を活用して啓発して
まいりたいと考え
ております。

(トビトビなるままに)

災害時支援手帳の代用「防災カード」の導入を実現しました。
対象者に家族等の連絡先や避難場所を記載する市独自の
「防災カード」は、「おくすり手帳」とともに常時携行を勧めます。
市は、本年度中に障がいのある方にも配布する予定です。

とびまつ妙子議会質問【４項目】
1.重症化予防について 2｡子育て支援について
3.情報支援について 4.ピロリ菌検査について

９月議会 ◆補正予算 7億3,524万2千円が成立

◆条例案等の概要の主なもの◆
・新鳥栖駅西駐車場棟の駐車料金を改定(H29年2月1日～)
・小型動力ポンプ付積載車の取得 21,571千円

1.重症化予防について ◆足病の重症化予防

皆さまは、「足病」という言葉をご存知でしょうか。「足病」と
は、足の部分で発症する病気で、特に、恐ろしい足病が、
糖尿病や透析が関わっている足病です。
2013年に透析を受けている方は31万4千人。糖尿病腎性
症が重症化した方が全体の44％を占め、現状では透析
患者のうち１万人以上が下肢切断に至り、大腿切断に至
ると、約半数の方が、1年以内に亡くなっているという事実
は衝撃的です。早期発見するために、本市の健康診査に
「足を診る」という項目をいれ、啓発活動を提案致しますが、
見解を伺います。

９ 月 補 正 予 算 の 主 な も の

地域介護・福祉空間整備補助金 370．8万円

地域医療介護総合確保金事業補助金 3758．9万円

予防接種経費 616．6万円

農村交流推進事業（新規） 220 万円

木造住宅耐震化促進事業（新規） 505 万円

道路側溝等工事費 1350 万円

❷平成28年４月１日以降に生まれた０歳時に、10月１日
よりＢ型肝炎ワクチンの定期予防接種が実施されますが、
１歳になってしまうと、定期接種の対象外となります。小児
期の感染は、特に３歳未満時はその90％が生涯にわたり
感染が継続しやすく、集団保育の場では、予防接種が、
最も有効であるとの事。１歳～２歳を対象に時限的に任
意接種への費用助成が必要だと思います。３歳児までの
すべての子どもたちにワクチンを接種することが理想で、
B型肝炎の予防とともに、子育て家庭における経済的負
担の軽減を図るためにも、時限的に任意接種への費用
助成をするようなお考えはなされないのか伺います。

2.子育て支援について
❷ Ｂ型肝炎ワクチンの定期予防接種について

2.子育て支援について
❶子育て世代包括支援センターについて

❶ あるお母さんの相談を受けて、どこに相談すればいい
のかわからず、悩んでおられるお母さんが他にもいらっし
ゃるのではないかと思います。妊娠期から子育て期にわた
る総合的相談支援を、ワンストップで提供するために、市
民の皆様に相談できる場所があることをと、知っていただく
ためにも、子育て世代包括支援センターの看板設置に向
けて、本市の見解を伺います。

❶現在本市では、国から示された「子育て世代
包括支援センター」事業についての支援内容の殆どに取
り組んでいます。しかしながら、このような支援について、ま
だまだ市民の方には周知できておらず、子育てに関する
悩みなどをワンストップで相談できる窓口を設け、この窓口
を市民の方にわかりやすく提示する必要があると考えてお
ります。今後関係各課と子育て世代包括支援センターの
看板設置を協議してまいりたいと考えている。

答弁

答弁

❷現時点では『Ｃｏｄｅ－ＥＸ』が読み取れる情報
端末が一部の端末に限られているため、その普及状況や
各団体での取組状況を注視しながら、視覚障害者の方へ
の対応や外国人の方への各種案内での活用など、Ｃｏｄｅ
－ＥＸの活用策については、調査研究に努めてまいりたい。

答弁

答弁

❷ 1歳未満の乳児を対象として実施し、対象者
の中でも接種可能な期間が短い、4、5月生まれのお子さ
んに対しては、個人通知並びに電話連絡を行い、もれな
く接種を受けていただくように努めます １、2歳の幼児及
び接種もれ者への予防接種費用助成は予定していない
状況でございます。

次は、足も診ましょう

唾液、汗、尿、涙からも感染の可能性
があるから、特に３歳未満時の肝炎
ウイルスの感染予防には、予防接種が、
最も有効であると考えられるんだよ。

3.情報支援について
❷次世代コードで多言語・情報革命を実現する

『Code-EX』 (ｺｰﾄﾞ‐ｲｰｴｯｸｽ）について

❷ 『Code-EX』は、切手大の正方形の記号をスマートフォ
ンに読み取らせ、その情報を音声で聞くことができる。視
覚障がい者のために音声コードは開発されました。
『Code-EX』は、次世代コードで多言語(27か国)に対応し、
音声機能が備わっています。外国人観光客への音声案
内、鳥栖市在住の外国人の方への交通マナーなど、いろ
んなところで活用できます。次世代コードで
多言語・情報革命を実現する『Code-EX』
について、本市の見解を伺います。


